
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
睡
蓮　
６
鉢

日
開
野
町　

長
澄
茂
生
様
よ
り

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

匿
名
様
か
ら
地
域
福
祉
事
業
活
動

資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

第
九
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お

済
み
で
す
か
。

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
等
を
受
け
て
い
た
方
（
戦
没
者

等
の
妻
や
父
母
等
）
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
前
記
年
金
給
付
の

受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
お
一
人
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容　
額
面
24
万
円
の
記
名
国

債
（
６
年
償
還
）

請
求
期
限　
平
成
24
年
４
月
２
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22
−

１
１
１
６
）
へ

徳
島
駅
伝
出
場
選
手
選
考
会

お
よ
び
練
習
会
の
開
催

　

徳
島
駅
伝
出
場
を
め
ざ
し
て
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の

方
（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

日
程　
10
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
・
９

日
㈰
・
16
日
㈰
・
23
日
㈰
・
30
日
㈰
・

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・

19
日
㈯
・
20
日
㈰

集
合
時
間　
土
曜
日
は
午
後
４
時
、

日
曜
日
は
午
前
10
時

※
練
習
は
２
時
間
程
度
を
予
定

場
所　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
内

陸
上
競
技
場
ほ
か

内
容　
ペ
ー
ス
走
な
ど
を
中
心
と
し

た
持
久
力
を
高
め
る
練
習
や
タ
イ
ム

ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
☎
22

−

３
３
９
４
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
10
月
25
日
㈫　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分　

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
救
う
会
宮
城
会
長　

安
藤
哲

夫
さ
ん

演
題　
「
震
災
復
興
と
人
権
」

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画

課
（
☎
22

−

３
０
９
４
）
ま
た
は
人

権
教
育
課
（
☎
22

−

３
３
９
２
）
へ

　
去
る
９
月
４
日
、
合
併
５
周
年
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
な
ら
合
併
記
念
日
で
あ
る
３
月
20
日
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
９
日
前
、
３
月
11
日
に

発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
後
の
国
内
状
況
を
考
慮

し
、
約
半
年
遅
れ
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
つ

の
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
５
年
前
の
３
月
20
日
、
阿
南
市
と
那
賀
川

町
、
羽
ノ
浦
町
が
合
併
し
、
新
阿
南
市
と
し
て
歴
史

的
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
合
併
当
時
、
那

賀
川
町
は
町
制
50
年
、
羽
ノ
浦
町
は
88
年
と
い
う
長

い
歴
史
を
有
し
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
輝
か
し
い
功
績
を
築
い
て
い
ま
し
た
。
両

町
は
国
道
55
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
開
発
に
よ
る
徳
島

県
南
部
の
玄
関
口
と
し
て
、
ま
た
県
下
有
数
の
住
宅

都
市
と
し
て
、
本
県
で
も
数
少
な
い
人
口
増
加
地
帯

で
あ
り
、
若
年
層
の
多
い
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
町
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
、
両
町
と
旧
阿
南
市
が
合
併
し
、

ま
す
ま
す
進
展
す
る
地
域
間
競
争
に
耐
え
う
る
、
足

腰
の
強
い
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
固
め
が
で
き
た
も

−
風
を
読
み
攻
め
る
行
政

　
　
優
し
さ
を
備
え
た

強
い
行
政
を
め
ざ
し 

−

の
と
思
い
ま
す
。
合
併
後
は
、
西
日
本
有
数
の

財
政
力
を
背
景
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
防

災
拠
点
と
し
て
の
新
庁
舎
建
設
や
、
新
ご
み
処

理
施
設
と
い
っ
た
大
型
事
業
を
進
め
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
率
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
目
途
が
立

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
の
先
進
的
な
拡
充
、
第
３

子
以
降
の
幼
稚
園
、保
育
所
に
お
け
る
授
業
料
・

保
育
料
の
無
料
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
な
ど
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
す
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
、
病
気
か
ら
回

復
し
て
い
な
い
子
ど
も
な
ど
の
た
め
の
支
援
策

で
あ
る
病
児
・
病
後
児
保
育
と
い
っ
た
事
業
は

子
育
て
世
代
の
方
に
と
っ
て
、
合
併
が
も
た
ら

し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
阿
南
市
の
行
政
は
〝
風
を
読
み
攻
め

る
行
政
、
優
し
さ
を
備
え
た
強
い
行
政
〟
を
展

開
し
、
ま
さ
に
、
徳
島
県
の
副
県
都
と
し
て
の

役
割
を
担
う
、
県
南
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ

ー
と
し
て
発
展
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

−

市
長
通
信

−

お
元
気
で
す
か

阿
南
市
長
　
岩
　
浅
　
嘉
　
仁
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